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１．利根川上流ダム群等の現況 

 

１）利根川 

 
（１）降水量 

平成２４年４月以降の栗橋上流域の降水量は、５月、８月及び１０月を除きほぼ平年並みでしたが、
８月は降水量が８７㎜（平年比４２％）と平年を大きく下回るとともに、９月においても、下旬の秋
雨前線や台風による降雨によって、平年並みの降水量となる状況でした。 
１０月は再度少雨傾向となっており、１０月３０日現在の月降水量は８４mm（平年比６８％）とな

っており、平年を下回る降水量となっています。（図－１、表－１参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表－１ 栗橋上流域平均降水量（平成２４年１０月３０日まで） 
                                                                               単位(㎜)  

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計 摘  要 

昭和 62 年 22 33 62 14 89 91 204 186 252 73 39 26 1,091 利根川夏渇水 

平成２年 31 66 71 119 58 74 118 193 326 143 183 31 1,413 〃 

平成６年 27 50 52 23 139 107 104 153 346 87 26 29 1,143 〃 

平成８年 26 36 70 48 98 117 155 78 217 80 55 23 1,003 利根川夏冬渇水

平成９年 33 33 59 74 179 173 170 167 206 14 94 20 1,222 利根川冬渇水 

平成 13 年 79 35 75 23 136 176 116 366 321 173 46 23 1,569 利根川夏渇水 

平成 23 年 27  53  60  60  191 92 295 226 433 77 66 43  1,622  

平年 

（S23～H23） 
44  47  67  90  119 175 200 208 212 124 60 39  1,385  

平成 24 年 43 57 115 98 206 192 190 87 221 84  1,293 利根川夏渇水 

平年比(%) 97 121 171 109 173 110 95 42 104 68  93   

 

※   利根川取水制限実施月（一時緩和も含む） 

※ 栗橋上流域面積 ８，５８８㎞２ 
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（２）利根川上流ダム群の貯水状況 
利根川上流ダム群の貯水状況は、４月以降融雪によるダムへの流入により順調に回復し、５月１８

日に起きた水質事故に対応するためダムからの放流を実施しましたが、その後貯水量は回復し７月１
日には、貯水率１００％となりました。 
７月以降は、７月下旬からの少雨の影響から、９月１９日までに約２億０，８６５万ｍ３の補給を

実施しました。 
利根川においては、約１１年振りに、９月１１日から１０月３日の２３日間（一時緩和期間を含む）

にかけて１０％取水制限の対応をいたしました。 
なお、１０月３１日０時現在の貯水量は、２億４，８４１万ｍ3、貯水率５４％、平年比７８％と平

年を下回る貯水量となっています。（表－２、図－２参照） 
 
表－２ 利根川上流８ダム貯水量 
                                                平成２４年１０月３１日０時現在 

ダム名 
有効容量 

（万ｍ３） 
貯水量 

（万ｍ３） 
貯水率 
（％） 

前日補給量 
（万ｍ３／日） 

平年比 
（％） 

矢 木 沢 ダ ム １１，５５０ ３，１４６ ２７ －６２ ３９

奈 良 俣 ダ ム ８，５００ ３，１４３ ３７ －１２ ４９

藤 原 ダ ム ３，１０１ １，２１２ ３９ ３ ８３

相 俣 ダ ム ２，０００ １，９８１ ９９ －１ ２６３

薗 原 ダ ム １，３２２ １１７  ９ －７ １６

下 久 保 ダ ム １２，０００ ７，７１１ ６４ －３ ９２

草 木 ダ ム ５，０５０ ４，８９９ ９７ －２ １３１

渡良瀬貯水池 ２，６４０ ２，６３２ １００ ０ １０９

８ ダ ム 合 計 ４６，１６３ ２４，８４１ ５４ －８４ ７８

１．有効容量は、常時満水容量。 
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 
３．補給とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダムへ流
入してくる水より、ダムから放流する量が多い） 
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（３）草木ダム上流域の降水量 
平成２４年４月以降の草木ダム上流域の降水量は、４月から６月までは平年を上回る降水量で７月

においてもほぼ平年並みの降水量でした。 
しかし、８月は降水量が９８㎜（平年比３１％）と平年を大きく下回りました。 
９月は平年並みの降水量でしたが、１０月３０日現在の月降水量は１３５㎜（平年比８１％）とな

っており、平年を下回る降水量となっています。（図－３参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）草木ダムの貯水状況 

草木ダムの貯水状況は、３月以降平均を上回り常時満水位容量付近を推移しました。 
夏期制限運用に移行後も制限容量付近の貯水池運用でありましたが、７月下旬からの少雨の影響か

ら、９月１９日までに約２，１３３万ｍ３の補給を実施しました。 
渡良瀬川においては平成２３年に引き続き本年も９月１日から１０月３日の３３日間（一時緩和期

間を含む）にかけて１０％取水制限の対応をいたしました。 
１０月３１日０時現在の貯水量は、４，８９９万ｍ3、貯水率９７％、平年比１３１％と平年を上回

る貯水量となっています。（図－４参照） 
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２）鬼怒川 

 
（１）降水量 

平成２４年４月以降の佐貫上流域の降水量は、５月、６月及び９月は平年を上回る降水量でしたが、
８月は降水量が１０９㎜（平年比３９％）と平年を大きく下回りました。 
また、１０月３０日現在の月降水量は１１１㎜（平年比７７％）となっており、平年を下回る降水

量となっています。（図－５、表－３参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表－３ 佐貫上流域平均降水量（平成２４年１０月３０日まで） 

                                        単位(㎜) 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計

昭和 62 年 21 34 127 21 121 134 186 156 321 121 38 21 1,301

平成２年 35 89 79 164 53 111 109 338 394 195 220 66 1,853

平成６年 15 118 77 21 126 103 159 218 551 122 25 48 1,583

平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140

平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525

平成 13 年 56 13 34 13 116 185 147 484 610 225 62 35 1,980

平成 23 年 54  45  45  95 169 96 379 191 721 106  47  54  2,002 

平年 

（S47～H23） 
49  52  72  104 124 176 228 277 281 145  88  44  1,640 

平成 24 年 40 47 101 111 314 276 223 109 354 111   1,686

平年比(%) 82 91 140 107 253 157 98 39 126 77   103

※ 鬼怒川佐貫上流域面積 ９４０㎞２ 
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（２）鬼怒川上流ダム群の貯水状況 
鬼怒川上流３ダムの貯水量は、３月以降ほぼ平年並の貯水量で推移し、５月４日に貯水量１億６，

３５４万ｍ3、常時満水容量に対する貯水率９１％（平年比１０９％）に達しました。 
その後は８月からの少雨の影響から９月２日までに約３，７９７万 m3 の補給を実施しました。 
その後、秋雨前線等の降雨により貯水量は回復し、平年を上回る状況で推移しています。 
１０月３１日０時現在の貯水量は、１億１，４８６万ｍ3、貯水率６４％、平年比１２４％となって

います。（表－４、図－６参照） 
 
表－４ 鬼怒川上流３ダム貯水量 
                                         平成２４年１０月３１日０時現在 

ダム名 
有効容量 

（万ｍ３） 
貯水量 

（万ｍ３） 
貯水率 
（％） 

前日補給量 
（万ｍ３／日） 

平年比 
（％） 

五 十 里 ダ ム ３，１２３ １，４０３ ４５ ３５ ２９９

川 俣 ダ ム ７，３１１ ５，４４５ ７４ －３５ １２１

川 治 ダ ム ７，６００ ４，６３８ ６１ １ １０９

３ ダ ム 合 計 １８，０３４ １１，４８６ ６４ １ １２４

１．有効容量は、常時満水容量。 
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 
３．補給とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダムへ流
入してくる水より、ダムから放流する量が多い） 
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３）荒川 

 
（１）降水量 

平成２４年４月以降の秋ヶ瀬上流域の降水量は、５月、６月は平年を上回りましたが、それ以外の
月は平年並みか平年を下回っています。特に７月は降水量が１０２㎜（平年比５４％）、８月は降水
量が６５㎜（平年比３０％）と平年を大きく下回りました。 
また、１０月３０日現在の月降水量は９３mm（平年比６５％）となっており、平年を下回る降水量

となっています。（図－７、表－５参照） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表－５ 秋ヶ瀬上流域平均降水量（平成２４年１０月３０日まで） 
                                                                          単位(㎜) 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計

昭和 62 年   16   29   66    8   66   88  146  103  280   91   46   36   975

平成２年   22   67   83  138   48   55   77  228  473  134  301   31 1,657

平成６年   42   44   64   25  111  103  152  142  344  119   21   24 1,191

平成８年    1   22   55   62   80   47  204   32  314   74   57   17   965

平成９年   21   13   57   70  187  168  148   72  204    7   87   21 1,055

平成 13 年   98   17   98   30  179  120   69  279  444  247   67    9 1,657

平成 23 年 1 55 52 42 275 101 277 234 436 80 39 56 1,648

平年 

（S40～H23） 
34  39  68  97 118 156 187 216 234 144  61  32  1,386 

平成 24 年 36 54 93 86 257 217 102 65 245 93   1,248

平年比(%) 106 138 136 89 217 139 54 30 105 65     90

※ 荒川秋ヶ瀬上流域面積 ２，０２１㎞２ 
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（２）荒川ダム群の貯水状況 
平成２４年の荒川ダム群（二瀬ダム、滝沢ダム、浦山ダム、荒川調節池）は、５月１０日に貯水量

１億２，３９４万ｍ3、常時満水容量に対する貯水率８６％に達しました。その後、８月の少雨の影響
から９月２１日までに約３，１１８万 m3 の補給を実施しました。 

１０月３１日０時現在の貯水量は、６，２３６万ｍ3、貯水率４３％（平年比１１６％）となってい
ます。（表－６、図－８参照）  

 
表－６ 荒川４ダム貯水量 
                                                平成２４年１０月３１日０時現在 

ダム名 
有効容量 

（万ｍ３） 
貯水量 

（万ｍ３） 
貯水率 
（％） 

前日補給量 
（万ｍ３／日） 

平年比 
（％） 

二 瀬 ダ ム ２，０００  ５０ ３ ９ ７

滝 沢 ダ ム ５，８００ ２，４５１ ４２ －８ －

浦 山 ダ ム ５，６００ ２，７２０ ４９ －６ ７４

荒 川 貯 水 池 １，０２０ １，０１５ １００ ３ １００

４ ダ ム 合 計 １４，４２０ ６，２３６ ４３ －２ １１６

１．有効容量は、常時満水容量。 
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 
３．補給とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダムへ流
入してくる水より、ダムから放流する量が多い） 

４．平年比は、過去の平均貯水量に対する割合。４ダム合計の平年比は、二瀬ダム、浦山ダム、荒
川貯水池の平年貯水量の合計に対する割合。 
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４）多摩川 

 
（１）降水量 

平成２４年４月以降の小河内ダム上流域の降水量は、５月、６月を除き平年を下回る降水量でした。 
特に８月は降水量が６９㎜（平年比２７％）と平年を大きく下回りました。 
１０月３０日現在の月降水量は、９４㎜（平年比５５％）となっており、平年を下回る降水量とな

っています。 
(図－９、表－７参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表－７ 小河内ダム上流域平均降水量（平成２４年１０月３０日まで） 
                                                                          単位(㎜) 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計

平成 23 年   2 81  64  58 276 115 205 317 679  99 48  55 1,999

平年 

（T14～H23） 
44 56 90 111 124 180 213 252 253 170 77 45 1,615

平成 24 年 42 87 119 114 217 227 147  69 225  94   1,341

平年比(%) 95 155 132 103 175 126 69  27  89 55   

※ 端数処理の関係で、各月の和と合計値は一致しないことがあります。 
※ 小河内上流面積 ２６２㎞２ 
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（２）小河内ダムの貯水状況 
１０月３１日７時現在の貯水量は、約１億４，８６６万ｍ3、貯水率８０％、平年比９１％と平年を

下回る貯水量となっています。（図－１０参照） 
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２．今後の見通し及び対策（案） 

（１）見通し 
①．平成２４年１０月２６日発表の気象庁の１か月予報によると、１０月２７日から１１月２６日
の関東甲信地方の降水量については、「平年並」または「多い」となっており、１０月２５日発
表の気象庁の３か月予報によると、降水量は、１１月は「平年並」または｢多い｣、１２月は「多
い」、１月は「平年並」となっています。また、９月２５日発表の気象庁の寒候期予報によると、
１２月から２月の降水量は、「多い」となっています。 

 
 １か月予報（平成２４年１０月２６日発表） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３か月予報（平成２４年１０月２５日発表） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 寒候期予報（平成２４年９月２５日発表） 

 
 
 
 
 
 
 
 
②．利根川上流８ダムのうち、矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、下久保
ダムは、施設の維持管理に必要な工事を実施するため、貯水量を制限した運用を行うこととして
いますが、来年の融雪期までには工事を完了させる予定です。渡良瀬貯水池については、利根川
の流況を見ながら貯水池の水質改善の為に「干し上げ」を実施する予定です。 
 また、一般的に冬期の降水量が少なくなることから、下流域の水需要を満たすために例年１２
月よりダムに貯留した水を下流河川に補給するため、融雪の時期（３月下旬頃）まではダム貯水
量の低下が予想されます。 

 
（２）対策（案） 
 ①［利根川水系における上流ダム群の貯水量の確保］ 

今後は、利根川上流の降雨や積雪状況、都市用水の水利用を十分考慮して、既存施設等を広域
的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。 
このため、上流ダム群の貯水量の状況や降水量の状況等の情報提供を引き続き、積極的に行っ

ていきます。 
 

 ②［利根川水系渇水対策連絡協議会の取り組み］ 

利根川水系渇水対策連絡協議会としては、必要に応じ幅広い広報活動を通じて節水の協力を要請し

ていくとともに、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に行っていきます。
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３．非洪水期における工事制限水位等について（予定） 
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